
試合中の役割 

主審  

古河市相撲連盟様 

 各土俵に 1名ずつ土俵主任を設置する。 

 土俵主任は取組の管理をおこなう。 

 

副審 

古河市相撲連盟様 

 各土俵に 2名ずつ副審を設置する。 

 勝敗の判定が難しかった場合、主審から意見を聞かれれば進言する。 

 主審の判定が間違っていた場合は手を挙げて進言をする。 

 

放送・記録 

事務財政局 (次世代育成委員会担当：中村副委員長) 

 各土俵に 1ヶ所ずつ放送係と記録係の 2名を設置する。 

 放送係：取組前の選手の呼出、取組後の勝敗の読み上げをおこなう。  

 記録係：取組結果の書込みをおこなう。 

 記載間違いのないように、二人で取組毎に確認を取る。 

 

まわし取り付け 

古河市相撲連盟様 

拡大魅力発信委員会 (次世代育成委員会担当：中村憲彰、中川智栄) 

 各土俵にまわしの取り付け場所を 1ヶ所設置し 3名程度する。  

 次の取組の学年の呼出と点呼をおこなう。 

 選手へのまわしの取り付けをおこなう。 

 

誘導 

まちづくり委員会 (次世代育成委員会担当：宮田副委員長、鶴田健太、山中一真) 

 各土俵の西と東の 2ヶ所ずつ、計 2～4名の誘導係を設置する。  

 主審の指示に従い、西、東の取組の選手を分け、整列させる。 

 選手の東西の識別をつけるために、東側の選手のまわしに赤のテープを取り付ける。 

 選手の土俵への入退場を補助する。 

 その後、試合後に西と東側の変更になった際などの案内を随時行います。 

※主審の右手側が東、左手側が西 

 

受付 

総務教養委員会 (次世代育成委員会担当：宮田副委員長) 

 出場選手の受付 （受付が終わり次第、人の足りない所の補助） 



 閉会後のアンケート回収（屋外にて、フリトレーさんの横で商品と交換） 


